日本４７０協会 理事会 議事録
開催日時：
2007年6月6日（水）18:30～

開催場所：
岸記念体育会館 103号会議室

出 席 者：
有馬、渡邉、倭、秋元、佐藤（秋本）、小島、大庭、中村、信時
委 任 状：
（以上 渡邉理事長に委任）

欠 席 者：
（敬称略）

議  題：
1. 新理事について

新理事として、加藤理子（女子委員）、川上宏（関西水域理事）が承認された。

2. 全日本４７０について

全日本４７０への参加艇数が減少する中、トラベゾイド形式を維持するため参加艇数を採算ラインの70艇前後に維持しているため、水域枠の繰上げが発生し、レベルが低下しているので、以下の対策案が検討された。
Ａ案：収入を増やしてトラベゾイド60艇でも収支が合うようにする。

・広告スポンサーを集めて補填

・エントリー費▲１０艇分（70艇－60艇）、３０万円以上集めるのが目標

Ｂ案：50艇でも収支が合う三角コースで実施する（地方水域での開催案）

・地方開催の場合、関東からの参加艇数が期待できないので、５０艇程度になる可能性がある。

・三角コースで実施すれば、運営艇が少なくて済むので５０艇でも収支が合うし、運営スタッフも集めやすくなる。

Ｃ案：計測をピックアップ計測にして大会の日程を１日短縮することで参加艇数を増やす。

今年のオリンピックウィークはこの方法に変更。ただしこれは次年度以降、検討する。

上記案が難しい場合、４７０協会からの補助金枠として、今までの最大３０万円（理事会に参加する理事の交通費と宿泊費を含む）を４０万円とし、うち１０万円は無条件に担当水域に補助し、残った費用のうち赤字補填分までを補助するようにする。
上記によりトラベゾイド方式にてレベルを維持していくことにする。

3. 水域予選の主催形式について

日本４７０協会規約に各水域は正式に参加団体として登録されていない。

レース公示の主催が各水域（例：関東４７０協会）の場合、ＪＳＡＦの規約上、全日本の予選会については「ＪＳＡＦ加盟・特別加盟団体に登録された傘下団体は大会開催報告書を提出することによって、単独開催ができる」となっている。

または、日本４７０協会との共同主催にすれば問題ない。

今後は、協会規約を変えて各水域が４７０協会の傘下団体と明記することで、各水域主催として開催できるようにする。

4. ジュニア４７０級大会（ブルガリア）について

7月２１～２９日にブルガリア・ブルガスで開催される４７０ジュニアワールドに、男子チーム（市野・佐藤、斉藤・会田組）、女子チーム（宝迫・田村組）を派遣する。

5. 世界選手権について

男子は山田・中村組、関・柳川組、松永・上野組、前田・谷川組、石川・野呂組のＮＴ以外に、市野・佐藤組、川田・吉田組を次世代を担う選手の育成・強化のために派遣する。

女子はＩＳＡＦの枠としては５艇だが、実力的にＮＴの４艇のみとした。

中村理事がコーチがいない前田・谷川組、川田・吉田組に対してコーチとしてサポートする。

6. 計測について

・２００７年度クラスルールがISAFホームページに発表になった。

・２００６年は２００５年ルールをERSに基づいて変更した。

・２００７年の変更点

（１）計測証明書はオーナーが変更したら取り直すこと。

（２）メジャーメントフォームが変更になり、艇体のみとなり、トータルウェートは無くなった。ただし日本はスパー、フォイルを別途管理することにする。
（３）その他２００６年ルールの間違いの訂正
・ISAFから、IHC(In-house Certificate　－　メーカーの場内計測で基本計測を済ませた事とみなす)の制度が発足した。

　　ノースセール、ヨーロッパのセールメーカーが手を挙げている。

　　ヤマハはオクムラに下請けに出しているので、ヤマハが品質管理に責任を持つ。

・国際４７０協会から、セール計測したかどうかはいままでサインだったので、わかりにくい場合があった。今後はスタンプを導入する。

・国内の公認計測員のリストをISAFに登録することを求められている。

また、２００７年度クラスルールの日本語訳を作成するため、現状の進捗状況を調査することとなった。
